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株式会社クラレ（本社：東京都千代田区、社長：伊藤正明）は使用済み活性炭を再生した、再生炭の世界的な

需要拡大に対応するため、米国子会社Calgon Carbon Corporation（以下、カルゴン・カーボン社）の欧州拠点

の一つである、ベルギーChemviron S.A.（以下、ケムバイロン社）のフェルイ工場において生産設備を増設す

ることを決定しました。 

 

生産設備増設の背景  

 活性炭は、瀝青炭やヤシ殻などを原材料として加工した、表面に微細孔を持つ炭素材料で、微細孔の大き

さや形状によって、さまざまな用途に使用されています。 

 カルゴン・カーボン社は、当社が 2018年に買収した瀝青炭ベース活性炭のグローバルトップメーカーです。

同社は、使用済み活性炭を高温熱処理して再び性能を回復させる活性炭の再生事業においても、世界有

数の地位を占めており、1974 年稼働開始のベルギー・フェルイ工場は、欧州における再生事業の中核工

場です。 

 活性炭は近年、水・大気の浄化など環境関連用途で広く使用されており、特に欧州では環境規制強化や、

天然資源の持続的利用、二酸化炭素排出量削減などの環境意識の高まりを追い風に、排出ガス処理、排

水浄化等の工業用途において再生炭の需要が拡大しています。 

 今回、ベルギー・フェルイ工場において、工業用途向け再生炭生産設備を増設することで、引き続きグロー

バルに安定した活性炭の供給体制の拡充に取り組み、環境問題へのソリューションを提供していきます。 

 

 

生産設備増設の概要 

場所：ベルギー・フェルイ 

生産能力：増設分 年産11,000トン 

投資金額：非公表 

稼働時期：2022年下期予定 

 

 

クラレグループは、創立100周年を迎える2026年のありたい姿「独自の技術に新たな要素を取り込み、持続

的に成長するスペシャリティ化学企業」を長期ビジョンに掲げ、その実現に向けた2018年～2020年度の3ヵ年

の実行計画として、中期経営計画『PROUD 2020』を推進しています。当社は、今後も将来の安定した事業ポー

トフォリオ構築を目指し、成長事業への投資を継続して実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

カルゴン・カーボン社ベルギー子会社における再生炭生産設備の増設について 

報道機関の皆さまからのお問い合わせ先    （株）クラレ ＩＲ・広報部 小山 TEL 03-6701-1073 

 



Calgon Carbon Corporation 会社概要 

社名 Calgon Carbon Corporation（カルゴン・カーボン） 

本社所在地 米国ペンシルベニア州ピッツバーグ 

代表者 Stevan R. Schott（CEO）  

設立 1942年（2018年3月買収） 

資本金 618,000 USD（クラレホールディングスUSA100%） 

主な事業内容 活性炭および水処理機器の製造・販売 

 

Chemviron S.A. 会社概要 

社名 Chemviron S.A.（ケムバイロン） 

本社所在地 ベルギー 

代表者 Reinier Keijzer（President） 

設立 1970年（2018年3月買収） 

資本金 8,952,000 EUR 

（Calgon Carbon Corporation 64.83%, Calgon Carbon Investments 35.17%） 

主な事業内容 活性炭および水処理機器の製造・販売 
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